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●調査の背景

本調査は、少子化、共働き化が進み、父親の子育ての担い手としての役割がよりクロー

ズアップされる中、乳幼児を持つ父親に焦点を当て、父親の子育てや、子ども・家族との

かかわり、仕事と家庭のバランスなどの意識と実態をとらえることを目的として実施して

いる。2005年に続き、社会環境の変容が父親の子育てに与える影響を経年で比較するため

に、2009年に第 2回を実施した。また、2010年には、国内調査だけではみえづらい東京の

父親の特徴をより明確にとらえるために、東アジアの 4都市の父親を比較調査した。

本報告書では、この2005年と2009年の経年比較調査（国内調査）と、東アジア 4都市比

較調査（国際調査）について取りあげている。

●調査の特徴

1 . 乳幼児を持つ父親の家庭生活や、育児観、ワークライフバランスの意識と実態につい

て、大規模なサンプル数で幅広くとらえることができる。

首都圏に住む 0歳から6歳就学前の乳幼児を持つ父親を対象に、育児・家事の実態、

子どもや家族とのかかわり、育児観、仕事と家庭のバランスなどを広範囲にきいている。

サンプル数は、2009年の国内調査は4,574人と大規模である。

2009年調査では、地方に住む父親の回答も得ており、首都圏に住む父親との違い

を参考にみることができる。

2 . 2005年と2009年で、社会環境の変容が父親の生活に与えた影響や、父親の育児・家

事の意識や実態の変化などを、経年で比較することができる。

2009年調査では、育児・介護休業法の改正など、育児に関連する時代の変化に対応

し、最新の父親の状況を把握できるような調査項目を追加している。

3 . 東京・ソウル・北京・上海の父親について比較することで、国内調査だけではみえづ

らい東京の父親の特徴や、地域が異なっても共通する意識や課題についてみることが

できる。

本調査の特徴
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本調査の枠組み（国内調査・国際調査）

国内調査は、2005年に第 1回目の調査を実施し、2006年に結果を発表した。

この度、2009年に第 2回目の調査を実施し、2010年に行った国際調査とあわせて報告書

にまとめた。

第１回 国内調査（2005年実施）

首都圏の父親2,956人

第2回 国内調査（2009年実施）

首都圏の父親4,574人
第2回 国内調査（2009年実施）

地方の父親529人
首都圏と地方での
比較（参考）

経年比較

　国際調査（2010年実施）

ソウルの父親 1,046人
北京の父親　 1,800人
上海の父親 　1,800人

東アジア4都市での比較
※第2回 国内調査より東京の父親（1,602人）のみを対象

＊第 1 回の結果詳細は、『第 1 回 乳幼児の父親についての調査報告書』（2006年 3 月既刊）をご
覧ください。
http://www.benesse.co.jp/jisedaiken/research/

＊分析の対象について
本報告書の国内調査の09年の集計母数は、05年と比較するため、首都圏のサンプルのみを用い
ている。

＊報告書の数値について
05年調査のデータは、本報告書の制作にあたり、09年調査のデータクリーニングと同じ観点で
再度クリーニングを行ったため、『第 1回 乳幼児の父親についての調査報告書』（2006年 3 月既
刊）とは、有効回答数と一部の数値が異なる。
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